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平成27年度第４回津市地域公共交通活性化協議会の会議結果報告 

 

１ 会議名 平成27年度第４回津市地域公共交通活性化協議会 

２ 会議日時 平成27年２月22日（月） 

午後２時00分から午後４時30分まで 

３ 開催場所 芸濃コミュニティセンター中会議室３・４ 

４ 出席した者の 

  氏名 

（津市地域公共交通活性化協議会委員） ※順不同 敬称略 

伊豆原浩二（会長）、松本尚士（副会長）、行岡明弘（副会長）、井

戸坂昇、越川経男、大西正晏、落合毅人、竹田治、野田敏幸、船

木芳郎、山口貞信、山本剛澄 

（事務局） 

都市計画部次長 伊藤秀利 

交通政策参事兼課長 藤井政弘 

交通政策・海上アクセス担当主幹 岸江一浩 

交通政策・海上アクセス担当 西出智康、山下翔 

５ 内容 １ 津市コミュニティバスの運行変更について 

２ 廃止代替バスについて 

1. 三行線の運行変更について 

2. 廃止代替バスへのＩＣカード化の適用について 

3. 名張奥津線の運行変更について 

３ 平成28年度津市地域公共交通活性化協議会事業計画（案）及

び同予算（案）について 

４ 二俣地区乗合タクシー及び上佐田地区乗合タクシーの状況に

ついて 

1. 二俣地区乗合タクシーの本格運行について 

2. 上佐田地区乗合タクシーの運行変更と本格運行について 

５ その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 都市計画部交通政策課交通政策・海上アクセス担当 

電話番号 059－229－3289 

Ｅ－mail 229-3289＠city.tsu.lg.jp 
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【平成27年度第４回協議会の議事内容】 

 

＜事 務 局＞ 本日は、お忙しいところ御出席をいただきまして、ありがとうございま

す。ただいまから、平成27年度第４回津市地域公共交通活性化協議会を開

会させていただきます。 

議事進行につきましては、伊豆原会長にお願いしたいと思います。それ

では、よろしくお願いいたします。 

 

＜伊豆原会長＞ 皆さん、こんにちは。花粉症の季節になりまして、アレルギーの方はお

気を付けください。津の地域公共交通活性化協議会ですが、今回４回目に

なります。今年度で最後の協議会になります。今までいろいろ議論してい

ただいて、公募委員の方も２年間、長いようで短かったのではないかと思

いますが、大変良い御意見を沢山いただきました。これからも、この公共

交通に対して御興味を持っていただきたいと思いますが、今日で最後の委

員会ということですので、後でまた最後に一言ずつ御挨拶いただこうと思

いますのでよろしくお願いいたします。 

実はこの 19 日に中部運輸局の方で第三者評価委員会、いわゆる地域公

共交通の維持についての補助金に関しての第三者評価委員会が開かれまし

た。私も委員の一人なのですが、そこで津の取り組みについていろいろお

話をいただきました。後でまた説明があると思いますが、国への報告資料

が、その委員会の中で少しこういうあたりを修正した方がいいという御指

摘をいただいておりますので、後で事務局の方から説明をしていただきま

す。その評価委員会、愛知、岐阜、三重、静岡、福井と５県の市町が集ま

っていただいて、三日間やらせていただいたのですが、各市町でいろんな

事情があり、課題があって、その中で各市町の皆さんが一生懸命いろんな

形で公共交通のあり方について議論していただいて実行していただいてい

るのはよく分かるのですが、ただ、今までずいぶん努力して、津でも一生

懸命、努力していただいている、実はその中でやっぱり大きな課題として

人口が減少してきている、高齢化が進んでいる、少子化が進んでいる、こ

ういう基本的な条件が、昔の厚生省、今の厚労省の人口問題研究所が出し

てきていた数値よりもずいぶん少子化、高齢化に伴った人口減少が進んで

いる地区がだいぶ多い状況になってきている。そういった中でデマンドタ

クシーや、デマンド型の公共交通の仕組みだとか自家用有償、いわゆる白
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ナンバーでなんとか移動をサポートしようというような仕組みとか、そう

いったものが幾分出てきてはいるのですが、そういった制約条件の方がど

んどん大きくなってきていて、大変御苦労されているというのがよく分か

りました。そうして見ると、やはり行政だけでやるとか、そういうわけに

はいきませんから地域の住民の皆さんやそれから地域のいろんな事業を行

っていただいているタクシーやバスの事業者の皆さんとか本音を出し合っ

てやっていかないと立ち向かわなくなるのではないかという危惧を持ちま

した。津は皆さんでこうやって話し合いをしていただいていますが、是非

これからもより一層の話し合いといいますか、知恵を出し合うというのが

すごく大切になるのだなと実感しましたので、今日は年度の最後ですけど、

是非これからも公募委員の皆さんもお辞めになったらもういいというので

はなくて、やっぱり公共交通をどう維持して活性化していくか、それで生

活の向上をはかるかということを念頭に、いろんなところでお知恵をいた

だけたらと思いますのでよろしくお願いいたします。それでは事務局の方

で整理していただいていますが、出席状況の確認をお願いしたいと思いま

す。 

 

＜事 務 局＞ 出席状況の確認の前に、三重県津警察署の人事異動がありましたことか

ら、委員の御紹介をさせていただきます。三重県津警察署交通官の船木芳

郎様でございます。 

 

＜船木委員 ＞ 津警察署の交通官の船木でございます。今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

 

＜事 務 局＞ 前任の橘委員に代わっての御就任になります。本日の出席状況の報告で

すが、委員総数20名のうち13名の御出席をいただいておりますことを御

報告申し上げます。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。ただいま出席状況の報告をいただきましたが、

規約第８条第２項の規定によりまして成立条件を満たしているということ

で進めさせていただきます。それではお手元の事項書に従いまして議事を

進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。今日はその

他含めて５つの事項です。それでは事項１ですが、津市コミュニティバス
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の運行変更についてということで、事務局の方から御説明よろしくお願い

いたします。 

 

＜事 務 局＞ それでは事項の１、「津市コミュニティバスの運行変更について」御説

明申し上げます。 

まず、概要について御説明します。資料１－１をご覧ください。 

変更を考えている地域は河芸、美里、白山、美杉の４地域です。 

まず、河芸地域につきましては、河芸循環北ルート、河芸循環南ルート

を対象に、道の駅津かわげの開設に伴った同施設への乗り入れを実施しま

す。変更時期は、施設の開設後、最初の運行日である４月26日となります。 

次に、美里地域につきましては、辰水ルート、長野・高宮ルートを対象

に、いなば園の施設利用者に対応し、いなば園前に停留所を新設します。

変更時期は４月１日からとなります。 

白山地域につきましては、城立・福田山ルート、家城ルートを対象に、

中学生の通学に対応したダイヤ変更等を行います。こちらも変更時期は４

月１日からとなります。 

美杉地域につきましては、川上ルート、逢坂・飼坂ルートを対象に、主

に３つの運行変更を行います。まず、１点目がＪＲ名松線の全線復旧に伴

い、伊勢鎌倉駅前に停留所を新設します。こちらは川上ルートにおいて実

施いたします。次に２点目が地域住民からの要望を反映させ、地域内の商

業施設であるエーコープいちしみすぎ店に乗り入れを実施します。こちら

も川上ルート、逢坂・飼坂ルートにおいて実施いたします。最後に３点目

が三多気地区の高台に居住する住民の利便性向上のため、三多気集会所前

に停留所を新設し、逢坂・飼坂ルートにおいて、ルートの延伸を行います。 

それでは、詳細について説明をさせていただきます。参考のため、お手

元に運行変更前のパンフレットを御用意させていただきましたので、新旧

対照にご利用ください。 

まず、河芸地域です。資料１－２①河芸をご覧ください。 

資料１－２は時刻表となります。新設の停留所にはピンクで色付きを、

変更後の時刻については文字の色を赤にさせていただきました。 

河芸循環北ルートに関して、停留所につきましては、ご覧のように、道

の駅津かわげを追加いたしました。また、全体を通して、運行時間にゆと

りをもたせるダイヤに変更いたしました。資料の裏側は循環南ルートでご
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ざいますが、こちらも同様に、道の駅津かわげの新設と、全体を通したダ

イヤの見直しを行っております。 

次に、先に河芸地域の運行ルートについても、御説明させていただきま

す。資料１－３①河芸をご覧ください。 

まず、実線でお示しした部分が現在の運行ルート、点線でお示しした部

分が今回の変更による延伸部分となります。また、赤丸が現況のコミュニ

ティバスの停留所、赤い星印が今回追加するコミュニティバスの停留所で

ございます。 

水色でお示しした循環北ルートにつきましては、現在、道の駅津かわげ

の付近を運行しておりますので、大きなルートの変更等はなく、乗り入れ

による延伸のみとなります。緑色でお示しした循環南ルートにつきまして

は、現況のルートを北側まで延伸しまして、道の駅津かわげへの乗り入れ

を実施します。 

敷地内への乗り入れ方と敷地内での走行ルートにつきましては、裏に詳

細図を記載いたしました。赤い矢印でお示ししたとおり、敷地内を右回り

に走行する予定です。停留所のイメージ写真につきましては、施設が開設

していないためございません。 

次に、美里地域について、御説明いたします。資料１－２②美里をご覧

ください。 

まず、長野・高宮ルートでございます。ピンクで色付き部分のとおり、

いなば園前の停留所を新設しました。こちらはルート上への停留所の追加

ですので、その他の時刻の変更はございません。 

資料の裏側、辰水ルートにつきましても、長野・高宮ルート同様、ルー

ト上への停留所の追加ですので、その他の時刻の変更はございません。 

次に、美里地域の運行ルートについて、御説明させていただきます。資

料１－３②美里をご覧ください。先に御説明させていただいたとおり、両

ルートとも、ルート上への停留所の追加で、ルートの変更等はございませ

ん。イメージ写真は下のとおりで、三重交通のバス停の横にコミュニティ

バスのバス停を設置する予定です。 

次に白山地域について御説明いたします。資料１－２③白山をご覧くだ

さい。 

まず、城立・福田山ルートについてですが、右側、上福田山行の一番右

下、これまで山田野経由で総合支所方面に向かっていた便を廃止し、家城
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小学校前18時 53 分発の便を増加いたしました。この変更は、元取地区か

ら白山中学校に通われる生徒が、部活動等を終えて地区内へ帰ることが可

能になると想定しています。 

 その他の赤字の部分につきましては、鉄道のダイヤ変更に対応した変更

となります。 

次に、裏の家城ルートをご覧ください。元取地区からの通学に対応した

変更に伴い、左側、榊原温泉口駅行の最終便を廃止いたしました。この便

は、これまで回送の意味合いもこめて利用者の少なかった便ですので、廃

止による影響は少ないと考えております。 

その他の赤字の部分につきましては、鉄道のダイヤ変更に対応した変更

となります。 

 次に、運行ルートの変更になります。資料１－３③白山をご覧ください。 

 先ほど、ご説明した通学対応による変更につきましては、ルートの変更

はございませんが、城立・福田山ルートの家城駅前バス停付近の運行ルー

トについて、一部変更がございます。これまで、白山のコミュニティバス

は点線のとおり、家城交差点を直進して運行し、白山地域に乗り入れてい

る美杉地域のコミュニティバスは、実線のとおり、家城交差点で右折して

運行しておりましたが、利用者の方から分かりづらいとの御意見をいただ

きましたので、白山地域の運行ルートを変更し、家城駅前バス停付近のル

ートを美杉地域のコミュニティバスと統一を行いました。なお、この変更

による時刻変更等はございません。 

 最後に美杉地域です。資料１－２④をご覧ください。 

川上ルートにつきまして、ピンクの色付き部分、エーコープＪＡみすぎ店

前と伊勢鎌倉駅前の停留所を新設し、赤字でお示ししたとおり、それに伴

った時刻の変更を行いました。 

 次に、逢坂・飼坂ルートです。裏にお進みください。ピンクの色付き部

分、三多気集会所、エーコープＪＡみすぎ店前の停留所を新設いたしまし

た。それに伴い、赤字部分になります、時刻の変更を行いました。 

 続いて運行ルートについて御説明させていただきます。資料１－３④美

杉をご覧ください。まず、伊勢鎌倉駅前の停留所の追加になります。こち

らは、図のように、川上ルートのルート上への停留所の追加となります。 

次にその裏、エーコープＪＡみすぎ店前への停留所追加に伴うルート変

更です。川上ルート及び逢坂・飼坂ルートは現在、オレンジの実線部分の
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ルートを運行しておりますが、エーコープＪＡみすぎ店前の停留所を追加

し、実線部分のとおり、延伸を行います。 

敷地内の走行ルートにつきましては、３ページ目をご覧ください。図の

とおり、敷地内を右回りで走行することとしております。 

最後に、逢坂・飼坂ルートの三多気集会所前の追加です。こちらは、現

在、図の下側、三多気の停留所で折り返しておりますが、より高台に居住

する住民の要望に対応し、三多気集会所までルートを延伸いたします。こ

ちらの地区では、道が細いため、地区内を右回りで運行して対応いたしま

す。 

運行変更の内容については以上となります。 

なお、今回の運行変更伴いまして、運行距離等も変更となることから、

今回の変更内容について、三重運輸支局に届出を行い、国の補助金の申請

についても、同様の内容で変更手続きをとりたいと思います。 

以上で説明を終わります。  

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。今の御説明にありましたように４つの地域で

ルート、時刻表等も変更してはどうかという提案でございます。これにつ

いて何かございませんでしょうか。これは承認事項です。 

 

＜大西委員 ＞ よろしいですか。このルートの変更については公安委員会との協議はど

うなんですか。 

 

＜事 務 局＞ 津署様と津南署様に御相談させていただいております。 

 

＜大西委員 ＞ なんら問題はないということですね。 

 

＜事 務 局＞ はい。交差点や乗り入れの仕方など留意すべき点を御指導いただきまし

た。 

 

＜船木委員 ＞ 協議の際に申し上げた点については訂正していただくということでよ

ろしいですか。 

 

＜事 務 局＞ 回り方でありますとか、そういったことだったと思うのですが、はい。 



 

- 8 - 

 

 

＜船木委員 ＞ 路線の取り方を、例えば、河芸の道の駅の前のところ、右折の出方がち

ょっと危ないという御意見を申し上げたと思うのですが、これについての

是正案はお示ししていただけるのですか。 

 

＜河芸・杉野＞ 河芸総合支所地域振興課で道の駅の運営の準備の担当をしております、

担当副参事の杉野と申します。よろしくお願いいたします。先ほど船木委

員の方から御質問がありました、国道３０６の交通安全対策ですが、これ

につきましては道の駅から３０６へ右折をして出る場合、亀山方面から道

の駅の方面に走ってくる車との衝突というのが危惧されるという中におい

て、交差点の手前で、来た車がスピードを落としていただけるように道の

駅の出入り口があるので注意をしてくださいという看板を２か所設置する

ような今考えでおります。 

 

＜船木委員 ＞ ３０６の方の道路改良みたいな、例えば白線舗装とかというような申し

入れというのもまた順次いただけるという理解でよろしいですか。 

 

＜河芸・杉野＞ それを直接すぐにということにつきましては検討させていただきたいと

思いますが、当面今考えておるのは看板による注意喚起ということで対応

したいという風に考えております。 

 

＜船木委員 ＞ ありがとうございました。 

 

＜伊豆原会長＞ どちらもいりますよね。注意看板は。どちら方向も。 

 

＜河芸・杉野＞ 亀山方面から来て、道の駅の入り口があるので注意してくださいという

ことで、資料１－３－１の河芸というのがありますが、その三行公民館と

いうのが上の方にあります。それを北側、上の方に行くと亀山の方に行く

のですが、黄色い国道３０６なのですが、これを上の方、北の方から道の

駅の方へ向かってくる車が道の駅から３０６に右折をして三行公民館へ行

くのに、道の駅から右折をして３０６に出る車との衝突というのが大きく

危惧をされているというなかで、交差点があるのでスピードを落としてく

れ、注意をしてくれという看板を３０６に設置を２か所したいと考えてお
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ります。 

 

＜伊豆原会長＞ ２か所ですか。両方向から。 

 

＜河芸・杉野＞ 両方向ではないです。亀山方面から来た車、ちょっと間をあけて、入り

口の手前くらいに一か所ともう少し手前くらいに一か所というイメージで

す。両側ではないです。 

 

＜伊豆原会長＞ 両側あった方がいいような気がしますけど。 

  

＜河芸・杉野＞ バイパスの交差点から道の駅の方面へ向かってくる車については道路の

構造上あまりスピードが出ないのかなと思っておりますし、あと今回道の

駅からの津方面へは左折になりますので、そこらへんについてはどちらか

というと危険性は少ないのかなと考えておりまして片側に付けるという計

画で今のところおります。 

  

＜伊豆原会長＞ 大したお金はかからないと思いますし、安全対策はやりすぎてもやりす

ぎることはないのですが。 

 

＜河芸・杉野＞ その交通安全対策につきましては津警察の交通課とも相談させていただ

きながら、そちら方面の安全対策を行うということで考えております。 

 

＜船木委員 ＞ 駐車場内にカラー舗装をお願いしたのですが、これはどうなりましたか

ね。 

 

＜河芸・杉野＞ カラー舗装についてもお話を聞かせていただいておりまして、今、おっ

しゃったのは資料１－３①河芸の裏面の２ページの方ですね。詳細図とい

うのがありまして、赤のルートをバスが走るということで、このルートに

つきましてカラー舗装をということで警察の方から御意見をいただきまし

た。それで、今回、道の駅につきましては国土交通省と津市が協同で整備

をしているものでして、駐車場につきましては今国土交通省が整備をして

いただいているということで、国土交通省の方に強くお願いさせていただ

いたのですが、正直なところカラー舗装までは今の段階では工事もだいぶ
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進んできておりまして完成間近になってきていますので、難しいというこ

とだったのですが、今回無理をお願いしてバスレーンという表示をしてい

ただくということで、国の方と調整をさせていただいたところでございま

す。 

 

＜船木委員 ＞ 結構でございます。これから検討していただきたいなと思います。よろ

しくお願いいたします。これに関しましては昨年、ここで亀山方面から来

た車がまさしくこの河芸の道の駅入り口付近で速度の出しすぎが原因と思

われる単独事故が２件発生しておりまして、これがバスが右折で出るのに

ちょっと見通しがきかないところから危ないなということがありまして、

現実に今も工事のダンプカーが出る際にもガードマンを付けています。し

かも入り口だけのガードマンだけじゃなくて、もう一人は見通せる位置に

配置をしましてトラックが来ないということを無線でやりとりをしたのち

に走っております。こういうふうな現状を見ておりますとダンプカーと同

じようにバスが出るのも、看板ですので、ちょっとその辺が心配されまし

たので、意見を述べさせていただきました。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。安全対策はやりすぎてもやりすぎることはない

ぐらいなので、できるだけお願いします。ハードだけやればちゃんとでき

るというわけではないのでしょうけどね。道の駅にバスが入るというのは

この頃少し出てきたのですけど、一般的にはあまり入らない形まできてい

るのですね。道の駅そのものがかなり中山間に近いということがあります

ので、おっしゃる通り、バスが入ってくるということを想定されないドラ

イバーの方が結構みえるかもしれない。ですから、そのへんは注意喚起を

是非よろしくお願いしたいです。中に入って駐車場内をぐるっと回られま

すよね。バスを沢山使っていただけるのはありがたいのですが、バス停付

近にはバスを待っておられる方がいますね。そうすると、バス停まで歩い

て行かれるわけでしょうから、そういったこととか、バス停の待ち空間の

問題とかいろいろ状況があります。バス停は何もないのですね。ポールが

立つだけなのですよね。 

 

＜河芸・杉野＞ バス停につきましては、詳細図を見ていただくと、赤のルートのところ、

タクシーがとまっている上の方にへこんだ場所がありますよね。駐車場か
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ら青の３０６の方に出っ張ったところ。このようなところがバス停のとこ

ろにも作ってあって、駐車場のバスが停まるところは中に入ったような形

になっています。バスを降りられる方、乗られる方につきましては歩道が

地域振興施設の方までついておりますので、歩道でそこまで行っていただ

くか、またはバス停まで来ていただくということで、車と交差する場所が

ないということになっております。 

 

＜伊豆原会長＞ よろしいでしょうか。 

 

＜野田委員 ＞ 運輸支局でございます。今の会議地域についてもそうなんですけど、全

般的に交通保安上の問題ですとかあるいは道路管理者、停留所の新設とい

うことですので占用許可、こういった手続きにつきましては事務局にお願

いしたいと思います。道の駅についてはまだ完成はされていないのですか。 

  

＜河芸・杉野＞ まだ完成はしておりません。 

 

＜野田委員 ＞ 完成近くになりましたら再度、警察さんとの調整ですとかそういったも

のも確認をお願いしたいと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 是非、現地確認をお手数をおかけしますけど、よろしくお願いします。 

 

＜野田委員 ＞ これ以外の地域は警察さんや道路管理者さんとの調整は終わっている

ということですか。 

 

＜伊豆原会長＞ 道の駅以外はバス停の位置とかそれについては交通管理者さんと道路

管理者さんに了承を得ているということでよろしいですか。それでは道の

駅のところだけ完成していないのでもう一度完成した時点でよろしくお願

いいたします。他にいかがでしょうか。 

 

＜行岡委員 ＞ バス停ですが、地域にはどういうふうな連絡方法で。新設とか変更を。 

 

＜事 務 局＞ 大きく変更となります河芸地域、白山地域、美杉地域につきましては今

のこういったものを再度刷りまして世帯ごとに配らせていただこうと思っ
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ております。 

 

＜伊豆原会長＞ それと一緒にバスの中に吊り広告やちょっと取っていけるようなもの

があった方がいいのではないかと思うのですけどね。 

 

＜事 務 局＞ そのあたりは検討します。 

 

＜伊豆原会長＞ また考えてみてください。他にいかがでしょうか。これは承認事項でご

ざいますので、皆さんからこれでいいよとおっしゃっていただかないとな

かなか支局の方に申請できませんのでよろしいでしょうか。それでは先ほ

どの河芸の道の駅の件については完成した時点でもう一度確認のお願いを

するということで条件はありますが御承認いただけますでしょうか。あり

がとうございました。全員の承認をいただいたということで、事務局の方

に手続きに入ってもらうことにいたします。よろしくお願いいたします。

それでは二つ目に廃止代替バスについてとあります。事務局の方でお願い

いたします。 

 

＜事 務 局＞ 今日、三重交通さんが御出席いただいておりますのでお願いしたいと思

います。 

 

＜山本委員 ＞ 三重交通でございます。三行線の運行変更についてということで御説明

させていただきます。資料２－１ですが、今現在三行線ということで、三

重会館から三行間の路線で、一日 5.5 往復運行しています。先ほど津市の

コミュニティバスの河芸ルートにもありますように道の駅津かわげが開設

されるということで、三行線においても開設に伴いまして乗り入れの方を

実施してまいりたいと考えております。そのことを見越しまして時刻変更

につきましては４月１日からを実施予定と考えております。道の駅津かわ

げにつきましては時間が７時から 19 時ということで聞いておりますので、

時刻表を見ていただきますと、津駅発19時発の三行行きにつきましてはこ

の時間帯、道の駅河芸は閉まっておりますので、この便につきましては道

の駅津かわげには入らないという予定で考えております。残りの５往復に

つきましては道の駅津かわげへ乗り入れの予定を考えております。中を見

ていただきまして３枚目ですけど、三行線の運賃ということで、例えば津
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駅から道の駅津かわげの運賃につきましては北黒田というバス停と同額の

運賃で津駅から道の駅津かわげまでですと 440 円という形の設定を考えさ

せていただいております。先ほど警察様の方からも御意見いただいてます

ように、バスにおきましても３０６に出る右折の部分が非常に危険という

こともあるのですが、その部分につきましても注意喚起をしていただきま

して、運行実施の中にもいくつか不具合の点がありましたらまた相談しな

がら事故のないような形で対策を考えていきたいと思っておりますのでよ

ろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、２番目、廃止代替バスのＩＣカード化の適用についてとい

うことで、資料の２－３をご覧いただきたいと思います。まず導入路線に

おきましては三行線、津新町大里線、安濃線、多気線、亀山椋本線、名張

奥津線の６路線を対象にＩＣカードの方を導入していきたいと思ってお

ります。まず導入目的と効果ということで、より便利な支払運賃システム

である交通系ＩＣカードを整備することで、利用者、事業者、社会的な３

点の方から利便性の向上をはかることを目的に導入したいと考えており

ます。まず利用者につきましては小銭がいらないというところでスムーズ

な情報、また一枚のカードで各交通機関の利用が可能、その他のＩＣカー

ドも利用可能となります。事業者においても利便性の向上に、小銭がない

ということでスムーズな情報で乗降時間の短縮、ついてはそのことによっ

て渋滞等の緩和も見込めると考えております。社会的利便についてもカー

ドリサイクルの促進、先ほども述べましたが、バス停の停車時間減による

渋滞の緩和等も見込めると考えております。実施予定日につきましては平

成 28 年４月１日からの導入予定を考えております。弊社で運用するＩＣ

カードの概要ということで、弊社と一体的なＩＣカードのサービスを提供

するということで当社のグループでございますが、三重交通株式会社、三

交伊勢志摩交通株式会社、三重急行自動車株式会社、八風バス株式会社、

上記４社の当グループの全乗り合いバスの全路線を対象としております。

以下の高速バスにつきましては除かせていただきたいと思います。あと②

の弊社のグループ、ＩＣカードで使えるところでございますが、そのＩＣ

カードは emica という名前でＩＣカードを導入したいと考えております。

これにつきましてはＩＣカードで当社の路線バスが利用できます。あと

pitapa 以下残り 10 社のその他の交通圏のＩＣカードにつきまして当社の

路線バスが利用できるというようになっています。逆にemicaでその他の
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鉄道とかは利用できないというところは御了承いただきたいと思います。

emica を買っていただいて当社の路線バスのＩＣカードという形になりま

す。逆に利用者の中でpitapa以下、愛知県の方はmanacaとかsuicaとか

お持ちの方につきましては当社の路線バスをそのカードで御利用いただ

ける形になっています。一方通行的な形になるのですが、御理解いただき

たいと思います。続きまして次のページをご覧いただきたいと思います。

まず③のサービス内容ということで当社が今回導入するＩＣカード emica

でございますが、発売額は２千円、デポジットの５百円を含むということ

で、これは預り金となります。実際の利用額は買っていただいた時点で

1,500 円ついております。デポジットが５百円の合計２千円という形で販

売させていただきます。ご利用いただくときにポイントが付くという特典

をさせていただいております。ポイントの内容につきましては下の表をご

覧いただきたいのですが、まず１か月間利用いただいた金額に合わせてポ

イントを付与させていただきたいと思います。まず1,999円までのご利用

につきましてはポイントはなしとなっております。２千円から2,999円は

５％、３千円から9,999円は10％、１万円から19,999円は11％、２万円

から12％というポイントの付与の割合の方させていただいております。例

えば一か月間千円御利用いただいたということであれば翌月利用してい

ただいたときにポイントが付与されるのですが、千円であれば０円から

1,999 円のポイントはなしということですので、翌月利用いただいたとき

にポイントは付かない形になります。例えば２千円御利用いただいた場合

は５％ですので、100 円、翌月ご利用いただいたときに付与されます。順

を追うごとに３千円であれば 10％ということで 300 円、１万円であれば

11％ということで1,100円、２万円で12％の2,400円、それぞれ利用額に

合わせてポイントが付与されます。あと、チャージポイントということで

チャージ額に応じてチャージポイントを付与します。これも運賃として利

用できます。これにつきましては実施時期は不定期ということで利用促進

キャンペーン等、期間を限定して設定させていただきたいと思います。例

えば、チャージ額につきましては５千円チャージしていただきますと、

４％ですので200ポイント、１万円であれば５％で500ポイント、当社の

方で利用促進キャンペーン等でした場合はこの５千円、１万円をチャージ

していただいたときに 200 ポイント、500 ポイントを付与させていただき

たいと考えています。続きまして乗り継ぎ割引ですが、60分以内の乗り継
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ぎで次に乗り継いだバスの運賃から 80 円を割引します。これはバスの乗

り継ぎサービスということで、例えば一回目乗っていただいたときが、220

円のバスに乗っていただいて次のバスに乗っていただくまで 60 分以内の

間に次乗っていただければ 80 円割引させていただくという制度です。先

ほど申しましたように例えば 1 両車目乗っていただいて次 30 分後に乗っ

ていただくバス、これが例えば片道運賃 400 円ということであれば 80 円

引いて320円ポイントが引かれるというふうなサービスでございます。小

児及び公共政策的割引適用者については半額の 40 円、小児の公共政策的

割引適用者は20円の割引となります。続きまして２番目のpitapaですが、

これは近鉄の関係のカードでございまして、これはコストペイ機能という

ところで、これにつきましては後精算という形になっております。先ほど

のemicaは先にお金をカードに入れていただいて引き去っていくカードで

ございますが、pitapaにつきましては月額後払いというカードでございま

して、これにつきましても利用のポイントもございまして、千円から２千

円につきましては利用金額と同額の割引になります。２千円から2,100円

につきましては２千円。2,100 円から 3,150 円につきましては請求額のと

ころを見ていただきまして、２千円と利用額が 2,100 円を引いて 0.9524

の割引率をかけた金額が請求される形になります。3,150 円から 3,300 円

につきましては３千円。3,300 円を超えた場合につきましては利用金額か

ら 3,300 円を引いて 0.9091 の割引率をかけて３千円を足した金額が請求

金額になります。たとえば２千円利用であればこれは２千円になります。

たとえば2,050円であっても2,100円であっても２千円から2,100円の間

は２千円の請求金額になります。たとえば次の2,100円から3,150円の間

で３千円利用があったと仮定しますと２千円と利用金額の３千円から

2,100 円引いて 0.952 をかけると、2,857 円という査定金額になりまして

実際は３千円利用しましたけど、請求金額としては2,857円請求される形

になります。というように3,150円から3,300円の間におきましても、こ

れにつきましては３千円という形になっておりまして上限3,300円を超え

た形になりますと５千円利用したと仮定しますと4,545円が後で請求され

る制度になっております。登録型割引ということで、利用者があらかじめ

登録した方につきまして当社の1か月の通勤定期運賃学が上限になるよう

な制度がありまして、これにつきましては近鉄のグループの一つのカード

でございまして関西圏での利用度が高い名張地区内の団地内での設定の
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みという形で今のところ指定がございまして今後につきましても動向を

見ながらというところで、登録型割引につきましては現状の割引で進めて

まいりたいと考えております。次のページ見ていただきまして、これにつ

きましても乗り継ぎ割引が付いております。emica と同様な乗り継ぎ割引

でございます。60分以内のバスに乗り継いだ場合二回目乗り継いだバスの

運賃から80円を割り引きます。続きまして４番目のその他ということで、

今現在の回数券ですが、バスカード、また紙式の回数券、11枚綴りの回数

券がありますが、この２点につきましては平成28年３月31日をもって発

売の方を終了いたします。ただ、今お客様がお持ちの紙式の回数券、およ

びバスカードにつきましては当面の間、利用は可能でございますのでその

点ご安心いただきたいと思います。２の廃止代替バスへのＩＣカード化に

つきましては以上です。 

続きまして３番目の名張奥津線の運行変更につきまして資料２－４を

ご覧いただきたいと思います。これの２枚目と1番最後のページになりま

すが、平日と休日のダイヤですが、これにつきましてはＪＲの名松線の全

線再開に伴いまして奥津線の到着時間の列車接続を勘案しまして、現状、

今18時40分発奥津駅前を発となっておるのですが、これを18時45分発

と５分遅らせて時刻変更の方をしたいと考えております。これにつきまし

ても４月1日からの実施を考えております。以上でございます。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。ただいま廃止代替で３点御説明いただきました。

これについて何か御質問、御意見はございませんでしょうか。今のお話で

道の駅の三行線ですけど、河芸は４月１日とおっしゃいましたね。 

 

＜山本委員 ＞ 乗り入れはオープンできていませんので、その前に時刻変更させていた

だきたいと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ バス停はどこへ置くのですか。中に入らずにバス停というのは。 

 

＜山本委員 ＞ コミュニティバスと同じバス停を。 

 

＜伊豆原会長＞ コミバスは26日からですよね。 
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＜河芸・杉野＞ 道の駅の開設が４月 24 日と考えておりますので、その日から乗り入れ

をということで三重交通と協議をさせていただいております。 

 

＜伊豆原会長＞ 今４月１日からとおっしゃいました。 

 

＜山本委員 ＞ ４月１日からにつきましては、駅の列車接続等も勘案しまして時刻の方

を変更させていただきたいと考えております。 

 

＜伊豆原会長＞ 道の駅津かわげというところが追加になるわけですか。これ今あるんで

すか。バス停がないのに。 

 

＜山本委員 ＞ この時刻表は道の駅津かわげが入った形になっているのですが、1 日か

らは道の駅津かわげは入らない形になりまして、三行の到着時間が変わる

形になります。 

 

＜伊豆原会長＞ 26日までは乗り入れは不要なんですよね。その分短縮されていくわけで

しょ、時間が。 

 

＜山本委員 ＞ はい。 

 

＜伊豆原会長＞ 例えば６時51分に三行を出て、この時間通り北黒田には６時57分とい

うことでいいのですかね。これは河芸は抜けていってしまうのですが。バ

ス停がないのに時刻表がこのまま使われるということですか。４月26日だ

ったらぴったりですが。オープンになって乗り入れがあってこうなるとい

うのならお互いによく分かるのですが。 

 

＜事 務 局＞ この時刻表は開設後のものとして取り扱っていただくのですが４月１

日からはこれとは別の話で、電車の時刻の設定があるということで、多少

ここも入っているのですが、そうすると４月１日から開設日の４月24日ま

では道の駅津かわげを通らないような時刻表をもう１枚提示させていただ

かないといけなかったのですね。大変申し訳ございません。 

 

＜伊豆原会長＞ 廃止代替バスは市の事業でしょう。きちっとやっておかなきゃだめです
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ね。だから24日からこれなんですか。 

 

＜事 務 局＞ 24日からです。コミュニティバスの場合は運行日は火曜日からですので、

開設日とタイムラグができるのですが、こちらは毎日走っておりますので

24日からを予定している時刻表となっております。 

 

＜伊豆原会長＞ コミバスは道の駅津かわげがオープンしてもその二日後しか走らない

からこういうことですね。 

 

＜事 務 局＞ 運行日が火曜日ということになっておりますことからタイムラグが出

ます。 

 

＜伊豆原会長＞ これが４月24日。 

 

＜事 務 局＞ ４月24日予定です。 

 

＜伊豆原会長＞ ４月 1 日から 23 日までは違った時刻表で、津の駅で接続できるように

するということですか。 

 

＜山本委員 ＞ 若干、電車の時間を見て時刻を変更させていただきたいと思います。 

 

＜事 務 局＞ 道の駅津かわげと三行の部分が変わる部分ですね。 

 

＜伊豆原会長＞ そういうことではないのですよ。鉄道の時刻に合わせて変えるのでしょ

う。先ほどの御説明で鉄道の時刻に合わせて変えるという話であれば。近

鉄さんの時刻がいつ頃から変わるのか分かりませんが。 

 

＜山本委員 ＞ ４月1日で、列車の接続時間を合わさせていただく予定なんですが、去

年なら先ほどおっしゃってみえた４月１日から時刻表を付けるべき、お配

りさせていただく予定だったのですが、そこらへんのダイヤが接続と合わ

せて調整させていただいておりますので、今日には間に合わなかったので

すが、１分、２分の微調整、数分程度、５、６分の微調整はさせていただ

く予定で、列車の接続と合わさせていただくということで４月１日から今
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の現行のダイヤを変えさせていただくということで。 

 

＜伊豆原会長＞ そうであればこれも変わるわけでしょう。このままの時刻表なら電車と

接続できないということでしょう。 

 

＜山本委員 ＞ お配りさせていただいた時刻表は今のダイヤに合わせてこちらでお配

りさせていただいています。ですので、津駅発の時間はこのダイヤで、三

重会館から三行行きは三重会館発と津駅行きは変わりませんが、終着の三

行着が早くなるのと、三行発が津駅、三重会館に到着する時間が、当然、

道の駅が入っていますので到着する時間が早くなると。 

 

＜伊豆原会長＞ 24日からこれにすると言ったら、津は鉄道との接続はどんなふうになっ

ているのですか。 

 

＜山本委員 ＞ 鉄道の接続は今津駅の時間で見ておりますので、津駅発は変わらないで

す。 

 

＜伊豆原会長＞ もしそうであるならば、上の表でいくのであれば、下から二つに道の駅

津かわげというのがあるので、ここの部分だけがなくなって三行のところ

だけが上がるだけの時刻表という意味ですか。 

 

＜山口委員 ＞ そうです。津駅 19 時発が 19 時 29 分到着になっているのですが、全部

道の駅が●という印が●なんですけども、北黒田から三行が３分で到着し

ておりますので、19時31分発の津駅発ですと三行20時到着になるという

形。 

 

＜伊豆原会長＞ 駅で接続がおかしいので駅の鉄道の時刻表と連動するなら変わるとい

うお話だったので、これは連動していないということですか。 

 

＜山口委員 ＞ これは連動した後の。 

 

＜山本委員 ＞ ですので、４月１日から４月23日までの間はたとえば津駅発７時31分

発が三行到着８時着と。 
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＜竹田委員 ＞ ３分違うということやな。 

 

＜伊豆原会長＞ というだけの変わり方ね。 

 

＜山本委員 ＞ その隣の10時36分三重会館発ですと、道の駅津かわげは入りませんの

で、三行到着が11時11分と。 

 

＜竹田委員 ＞ 道の駅が抜けている時刻表になるということでしょ。それと同様な。 

 

＜●●委員 ＞ 下りも一緒なんですかね。下りはどっちに合わせているのですか。全部

着に合わせているのですか。例えば一番左上ですと、７時24分津駅着があ

りきで、三行発が３分ずつ。 

 

＜竹田委員 ＞ 21分に付くということやね。 

 

＜山口委員 ＞ 津駅は早くなる。 

 

＜●●委員 ＞ 全部これ３分ずつ早くなって、北黒田の人が６時 57 分に待っていたら

先行っちゃったという感じですか。 

 

＜山口委員 ＞ 全体的に早くなる。 

 

＜●●委員 ＞ バス停通りに行ったらバスは先に行っちゃったよということなんです

か。 

 

＜伊豆原会長＞ 全部早い時刻表になるということね。 

 

＜竹田委員 ＞ だからこの時刻表ではだめですよ。１日から 23 日までは道の駅津かわ

げを抜いておかないと。上の時刻表はいいですよね。終着駅だけは影響受

けるけど、下の時刻表は全部３分早くなるからこの時刻表ではだめだとい

うことです。１日から少なくとも23日までは。別の時刻表作らなければ。 
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＜伊豆原会長＞ そういうことですか。 

 

＜山口委員 ＞ そうです。 

 

＜伊豆原会長＞ とすると今とはまた変わるわけでしょ。どうやって御利用の皆さんに通

知しますかね。 

 

＜野田委員 ＞ ４月１日にどうしてもやるべき問題なんですか。鉄道ダイヤの変更に伴

っての変更ですか。他の地区も同じように変更するのでという、その中の

一環ということですか。 

 

＜伊豆原会長＞ そうすると、配車とかみんなずれてくるわけですね。これはまた難しい

ですね。 

 

＜●●委員 ＞ 道の駅は入らないんだから今の現状のままの時刻表でいいんじゃない

ですか。 

 

＜伊豆原会長＞ そうすると電車との● 

 

＜●●委員 ＞ 電車は変わらないと言いましたよね。それは４月１日から変わるんです

か。 

 

＜竹田委員 ＞ それは変わる。 

 

＜伊豆原会長＞ 変化点が２回というわけですよ。そうすると、これ今利用していただい

ている人みえますが。 

 

＜竹田委員 ＞ 時間通り行ったら残念でした、本当の時刻表は３分早いんですよなんて

こといかないわな。 

 

＜松本委員 ＞ ３分遅らせたら乗れますよね。 

 

＜伊豆原会長＞ それが配車の話でずいぶん違うんだったらあれですけど、下の方も三行
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を３分遅らせて、三行のバス停のところにこういうことでというようなこ

とで、三行の御利用の方には説明するとかそういう方が影響が少ない。 

 

＜事 務 局＞ 整理させていただきます。こちらの方については道の駅乗り入れ後の24

日以降を予定しているもので、道の駅に入ることと、近鉄等の列車との接

合を加味したものと考えております。４月１日から23日につきましては道

の駅に入れませんので、近鉄さんと列車の時刻に対応したものと考えると

いうことから、基本的には道の駅津かわげを抜いた形で上の三重会館から

三行の方で行くと三行着が３分間繰り上げ。下の三行から三重会館方面に

行く場合は北黒田から下の方は全く変わらず、三行のところを３分遅らせ

る形。津駅着は変わらないという整理でいくと。そうすることによりまし

て三行の停留所で乗り遅れたという方はみえなくなりますし、今後４月１

日からの変更に伴う北黒田から以遠の方については変更がないという整理

ができますことからこういった形でさせていただくと。 

 

＜伊豆原会長＞ よろしいですか。それは配車は大丈夫ですか。それが一番影響がないで

すね。 

 

＜事 務 局＞ すみません。混乱させてしまいました。 

 

＜伊豆原会長＞ そうすると、三行のところのバス停の看板などいろいろ情報伝達をうま

くしないといけないですね。３分遅れのものを貼っておくとか。 

 

＜事 務 局＞ 掲示するくらい。 

 

＜伊豆原会長＞ ただ、今の時間とは変わるわけですね。現況が分からないですが。 

 

＜事 務 局＞ 現行、列車との接続の関係で変わるということですので、通常の他の三

重交通さんの路線バスと同様に変わっていく形です。 

 

＜伊豆原会長＞ だから市民の皆様には三重交通さんのバスは全面的に時刻改正ですよ

と。近鉄さんに伴って改正しますという形。これ見える化してますかね。 
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＜事 務 局＞ されてますね。 

 

＜伊豆原会長＞ それが切り替えとか大変だと思いますけど。これ支局にもお願いしない

といけないわけですよね。よろしいでしょうか。この３件について何か御

質問等ございましたらどうぞ。 

 

＜井戸坂委員 ＞ 個人的な質問もあって、聞くのも非常に申し訳ないのですが、ＩＣカ

ードについて説明がありましたので、考え方で教えていただきたいのです

が、私の個人的な話をさせていただくのですが、私の娘が高校生でして、

田舎なので 1 年間通学定期を３月末から４月頭くらいに学校始まる前に買

っていまして、１年間で確か十何万円払っていまして３月末までの通学定

期で通わせていただいているんです。そのような状況の中で今回ＩＣカー

ドの導入ということで、三重交通さんですと emica で、発売額２千円で買

えます。利用ポイント付いて、いろいろ 1 回につきポイント付与します。

またチャージのときも付与します。学生割引についても対象ですか。何が

言いたいかというと単純に10万円の定期を買うと仮定した場合、まず２千

円の emica を買います。それで、10 万円の定期を買うことになるので 10

万円チャージしますと。そうすると単純に10万円ですと１万７千ポイント

付いててくることになるのですが、そういうことは多分ないと思うのでそ

こらへんの整理の仕方を教えていただきたいなと思いまして。 

 

＜山本委員 ＞ 今のところ定期券は今の現状の制度のままです。定期券をemicaで買う

ということではないです。他のカードですと定期券が付いているという機

能がありますが、今のところ emica につきましては片道の運賃をカード引

き算と。ゆくゆくは、まだ時期は分かりませんが、emica で定期券が登録

できる制度も検討になるのかなと思いますが、今のところ定期券につきま

しては現状のままでございますので、定期券を発行して御提示いただく形

でございます。 

 

＜井戸坂委員 ＞ 分かりました。 

 

＜竹田委員 ＞ ＩＣカードについて、二つあるのですが、一つは互換性。つまり emica

は他社で使えない。それはとりあえずの一定期間だけでしょう。近い将来
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は当然近鉄も乗れれば、その他、あるいは他社のカード同様の扱いにして

いく、そういう見通しはどうなっているのかというのが一つと。それと回

数券が３月に廃止ということになりますと、それは発売を廃止するだけで、

利用は当座続けると理解してよろしいか。 

 

＜山本委員 ＞ はい。今後の見通しというのは現状こちらから一方的な形のemicaしか

使えないという形ですので、そこまではまだ私どもも上の方から聞いてお

りませんので、今後の見通しについては御返答できないのですが、２番目

の回数券につきましては今お客様が購入されて持っている回数券につきま

しては利用できます。 

 

＜竹田委員 ＞ それはしばらくは続けると。それはなぜ互換性ができないんですか。何

が原因なんですか。他社同様になぜ、emica だけは三重交通しか使えない

というのはよく分からないのですが。何かあるのですか。この業界のプリ

ペイドカード業界の何かそういう制度があるのですか。 

 

＜山本委員 ＞ そこの部分までは確認がとれてないのですけど。 

 

＜竹田委員 ＞ 何かあるんですか、先生。 

 

＜伊豆原会長＞ 私も全部分かるわけではないのですが、基本的には開発した、いわゆる

先行投資費が結構かかっているので、それが負担できるかということです。

そのように聞いていますね。名古屋で言いますと、万博をやったリニアモ

ーターカーのリニモがこの３月で manaca が使えるようにようやくなるの

ですね。愛知環状鉄道がつながっているんですが、それはまだ導入しませ

んということを聞いています。愛知環状鉄道なんかはＪＲともつながって

いますし、岡崎と高蔵寺でつながっていますけど、それからリニモもライ

ンは違いますけど八草の駅でつながっています。愛知環状鉄道はＪＲが乗

り入れておりますが、その愛知環状鉄道はまだＩＣカードは使えないとい

うふうに言っておられました。なんとかみんなで早く入れてよと言ってい

るのですが、なかなかそれでも駅が沢山あるし、いろんな形でというふう

に聞いています。 
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＜竹田委員 ＞ しかし、野田さん、大手はほとんど共通になってますよね。 

 

＜野田委員 ＞ 鉄道会社系ですね。ここに挙げたような、いわゆる共通ＩＣカードとい

ってまして、鉄道系の会社は相互に利用できるように徐々になってきたと

いうことなので、三重交通さんはバス事業が主ですので。ただ全国的なシ

ステムを使おうと思うとそれだけの資金の負担が発生しますのでそこらへ

んが。 

 

＜竹田委員 ＞ それこそ規制緩和で野呂さんのところで頑張ってもらわないと。 

 

＜野田委員 ＞ ただ、今までＩＣカードは入ってなかったので、利用促進にはつながる

かなと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ 逆に言えば、三重交通さんには申し訳ないですけど、ああ、三重交通さ

んが使えるようになったんだなという気がします。外から使う人は楽にな

りますよね。ほとんど全国、よっぽどサービスの悪いところに行けば別で

しょうけど、全国で鉄道とかバス系のものほとんど使える。私、使えない

ところほとんど乗ったことないです。 

 

＜竹田委員 ＞ 大手のカードを買えばほとんど全国。 

 

＜伊豆原会長＞ 何枚も持ってしまう可能性がありますね。 

 

＜山本委員 ＞ チャージして、無記名式なものですから何枚も持てますね。 

 

＜伊豆原会長＞ 記名式と無記名式がありますから。定期券は学校とかあるから厳しくな

りますよね。 

 

＜山本委員 ＞ 拡大解釈かも分かりませんが、お買物で言うとイオンさんの WAON とか

のイメージになるかなと思うのですが、先にお金を入れて電子式のお財布

みたいなものですね。 

 

＜竹田委員 ＞ ポイントが付くと。 
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＜伊豆原会長＞ 大量データが処理可能になったという仕組みと木を実にしています。よ

ろしいですか。先ほどの竹田さんのお話にあった双方向になるのが一番い

いのでしょうけど、これは私達では見えないところでございますので、そ

れはなるべく早くやってほしいですねということぐらいでお願いしておき

たいと思います。他にいかがでしょうか。もしなければ、先ほどの２－１

の時刻表については資料がございませんが、これはあえて資料を作ってい

ただく必要はないと思いますので、先ほど事務局から説明があったような

形で進めさせていただくということで、御利用の皆さんに周知徹底を是非

よろしくお願いします。こういうところで躓くと結局信頼を失くしてしま

うということになりかねませんので。以上のことをお願いして御了承いた

だくという事でよろしいでしょうか。ありがとうございました。それでは

廃止代替バスについては御了承いただいたということで進めさせていただ

きます。それでは３つめの平成28年度津市地域公共交通活性化協議会事業

計画（案）及び同予算（案）についてということで事務局から説明お願い

したいと思います。 

 

＜事 務 局＞ それでは、事項３の平成 28 年度津市地域公共交通活性化協議会事業計

画（案）及び同予算（案）について御説明申し上げます。まず事業計画（案）

から御説明させていただきます。 

資料３－１をご覧ください。 

平成 28 年度は、津市地域公共交通網形成計画に掲げる施策の実施に引

き続き努めるとともに、平成29年度が当計画の中間見直しの年度となるこ

とから、中間見直しに向けた準備を進めていきたいと思います。また、今

年度に引き続き、国、県、三重県バス協会と連携した、公共交通の利用促

進についても取り組んでいきたいと思います。 

次に下の表をご覧ください。 

まず、当活性化協議会の会議日程でございますが、平成 28 年度は、４

回の会議を予定しております。 

初回は、５月を予定しており、平成27年度の事業報告と収支決算報告、

コミュニティバス等の運行に係る国の補助金申請に必要な津市生活交通確

保維持計画について、また、津市地域公共交通網形成計画に掲げる施策の

進捗状況について、ご報告させていただきたいと思います。  
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第２回目の会議は８月を予定しており、平成 27 年度コミュニティバス

の利用実績について、また、形成計画には幹線や支線の利用者数等、数値

目標も挙げておりますので、平成27年度までの目標の達成状況についても

ご報告させていただきたいと思います。 

第３回の会議は、12 月を予定しており、平成 28 年度上半期のコミュニ

ティバス乗降状況報告について、また、国の補助事業である地域公共交通

確保維持改善事業に関する事業評価についても、それぞれ御協議いただき

たいと思います。 

第４回の会議は、２月に予定しておりまして、平成29年度の事業計画（案）

及び予算案について御協議いただきたいと思います。 

また、来年度も実際にコミュニティバスを知っていただきたいと思い、

現地視察を８月に予定しております。 

次に、津市コミュニティバスの運行でございますが、平成 28 年度も引

き続き運行を行ってまいります。来年度におきましても、住民の要望に合わ

せ、需要等も把握しながら、柔軟な路線変更を行っていきたいと思います。 

次にその下、乗降調査ですが、こちらについては、市の公用車を用いて運

行している（79条）路線については毎日実施、廃止代替バスを含む乗合バス

事業者が運行を行う（４条）路線については、５月、８月、11月、２月に１

週間ずつ年間４週間の乗降調査を行いたいと考えております。 

 次に、平成 28 年度も、地域公共交通網形成計画に掲げる施策の実施に努

めていきたいと思います。特に、先に述べましたように、平成 29 年度が同

計画の中間見直しの年度となることから、中間見直しが円滑にできるよう、

ＰＤＣＡサイクルに向けた基準づくりに取り組んで行きたいと思います。 

また、その下の利用促進活動につきましては、来年度も、９月 20 日のバ

スの日、10月の津まつり等のイベント等を活用して、利用促進チラシや、啓

発グッズを配布し、公共交通の利用促進を呼びかけていきたいと考えており

ます。また、昨年の 11 月に行った小学生向けのバスの乗り方教室について

は、平成 28 年度も引き続き実施したいと考えており、更なる利用促進に努

めていきたいと思います。 

続きまして平成 28 年度津市地域公共交通活性化協議会予算案について、

御説明いたします。それでは資料３－２をご覧ください。 

まず歳入からですが、1.負担金、これは津市からの負担金になりますが、

市議会において 28 年度予算の議決がなされておりませんので、あくまでも
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要求額ということでございまして確定はしておりません。しかしながら４月

からの協議会の運営がありますので、今回予算案としてあげさせていただき

ました。 

比較数値として記載しています平成27年度の予算額は、平成27年度の当

初予算額を記載しています。 

1.負担金ですが、28 年度の予算額が、470 万円で、27 年度と比べて 13 万

３千円の減額でございます。減額の理由につきましては、27年度は、二俣地

区・上佐田地区の乗合タクシーの実証運行を見込んでおりましたが、現在は

他の地区での協議の状況がございませんので、その分の減額でございます。

今後、必要が生じた際には補正により対応していきます。 

次に 2.補助金ですが、平成28年は調査事業の補助金として、形成計画の

計画推進事業の補助金申請の準備を進めておりますが、当初予算では０円と

し、交付が決定となりましたら補正対応させていただきたいと思います。 

次に3.繰越金ですが、津市からの負担金は、概算払で支給されており、年

度末に精算した上で、余剰金については、津市に戻していることから、平成

28年度の繰越金の予算額は０円となっております。 

次に 4.諸収入ですが、これは預金利息になります。平成 28 年度について

は、前年度と同じ1千円を計上しております。 

以上、平成 28 年度歳入合計は、470 万１千円で、平成 27 年度の当初予算

額と比較しまして13万３千円の減となっています。 

続きまして、歳出ですが、運営費としまして1.会議費が28年度46万８千

円で、前年度と比べた減額はございません。 

次は2.事務費で、これは、郵送料や研修会等への参加旅費、消耗品費等に

なりますが、28 年度は、28 万３千円で、こちらも前年度と比較しての増減

はございません。 

次に 3-1-3.事業費の委託料ですが、28 年度は 395 万円で、こちらも前年

度と比較しての増減はございません。内訳といたしましては、乗合バス事業

者が運行を行う（４条）路線の乗降調査170万円、グッズやパンフレット作

成費等の利用促進活動費 150 万円、バス停看板等の作成費 75 万円、合わせ

て395万円でございます。 

最後に3-1-6.運行事業費になりますが、これは住民主導型の公共交通の実

証運行に係る運行委託料でございます。平成 27 年度は、二俣地区、上佐田

地区の２地区で、乗合ワゴンの実証運行を開始しましたが、現状、他の地区
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との協議は開始されていないことから、平成28年度は13万３千円減額して

０円と計上させていただきました。来年度は、他の地区にも住民主体型の取

り組みを紹介していけるよう、市のホームページや広報等を活用し、ＰＲに

努めたいと思います。 

以上、平成 28 年度歳出合計は、歳入同様、470 万１千円で、平成 27 年度

の当初予算額と比較しまして13万３千円の減となっています。 

以上で平成 28 年度の事業計画（案）と予算（案）についての御説明を終

わります。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。ただいま御説明いただいたのですが、何か御

質問、御意見がございましたらお伺いしますがよろしいでしょうか。一つ

だけ、先ほどのＩＣカードに関わるのですが、先ほど定期はまだ導入でき

ないというお話だったのですが、ＩＣに伴って乗降調査はmanacaとかデー

タの話はどうなりますか。ＩＣのいいところは利用状況が全部分かること

ですよね。全部公表していただければ大変ありがたいのですが、まだそこ

までは分析も大変なのでしょうけど、データ的には非常に楽になりますよ

ね。乗降調査やらなくても全部分かる。利用動向なんかも分かりますし、

三重交通さん、これはどうなのですか。こういうデータ的な話は。 

 

＜山本委員 ＞ 利用実績ですので、ドライバーが調査票を持って支払時に、提示のとき

にという調査は、その部分は乗降調査ということであれば変わらないと思

いますが。 

 

＜伊豆原会長＞ ずいぶん楽になりますよね。あとはチケットをどうするかという面倒な

ことが起きますが。manacaを利用された方もそれはＩＣでカウントできる

のですよね。定期券がまだＩＣ化になってないと、これは集計しなければ

いけない。定期券はデータ的にはかなりうまくやれるのですか。業者と号

車が決まっていますよね。バスの定期券の場合、途中乗降は大丈夫ですか。 

 

＜山本委員 ＞ 提示をして、その区間内であればドライバーが確認した上であれば大丈

夫ですね。 
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＜伊豆原会長＞ 途中乗降ＯＫですよね。ＡからＢまでの間にＣで降りても大丈夫ですよ

ね。そうするとこれはカウントしないといけないわけですね。ＯＤという

ことになれば。定期券のこのＡ、Ｂだけでは困るわけですね。実際の実態

はそうではなくて途中で乗り降りしている。高校生など。でもＩＣででき

る部分と、それをやるのではずいぶん楽になる。ＩＣで全部つかまるわけ

にはいかない。 

 

＜山本委員 ＞ そうですね。今の現状でもそういう調査になってますので。今のバスカ

ードがＩＣカードに変わっていって、それがゆくゆくはそのＩＣカードに

ためた定期券のデータが乗るような形になってくると。 

 

＜伊豆原会長＞ ＩＣ化になればそれで全部分かってしまうのですよね。 

 

＜山本委員 ＞ 調査方法としたら例年やってるものと変わらないのかなと。 

 

＜伊豆原会長＞ 分かりました。いかがですかね。事業計画と予算ですが、これも承認事

項でございますので、もし御質問がなければ御承認いただいたということ

にさせていただいてよろしいでしょうか。ありがとうございます。それで

は全員の御承認をいただいたということで進めさせていただきます。それ

では４つ目の二俣地区乗合タクシー及び上佐田地区乗合タクシーの状況に

ついてということで、これは報告事項ですね。よろしくお願いいたします。 

 

＜事 務 局＞  事項４ 二俣地区乗合タクシー及び上佐田地区乗合タクシーの状況に

ついて御説明申し上げます。 

第２回の協議会において、御承認いただきました白山地域の二俣地区、

上佐田地区における予約型の乗合タクシーの運行につきまして、両地区と

も、平成 27 年 12 月から３か月の実証運行を行い、平成 28 年３月より本

格運行に移ることとなっております。この２地区の取り組み状況について

ご報告させていただきたいと思います。 

まず、二俣地区になります。 

資料４－１をご覧ください。 

こちらは、実証運行期間の乗合タクシーの利用実績になります。こちら

の表は、実証運行期間の月ごとの実運行日、運行予定便数、実運行便数、
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乗合率、稼働率、利用者数、一便あたりの利用者数、一日あたりの利用者

数、運行しなかった便数という観点から作成いたしました。 

        ２月の実績はまだ出ておりませんが、12月に７人、１月に６人の計13人

の利用者がありました。特に、乗合率が２か月の平均で 83.8％と高い数字

が出ています。 

    続いて資料４－２をご覧ください。料金は１乗車300円で、毎週火曜日

に、地区内から病院や駅、スーパー等に向かう便が２便、地区内に戻る便

が１便で運行しており、予約のなかった場合は運行いたしません。二俣地

区につきましては、本格運行も同様のダイヤで運行を行うこととしており

ます。 

               続いて、上佐田地区になります。資料４－３をご覧ください。 

こちらは、実証運行期間の乗合タクシーの利用実績になります。上佐田

地区につきましては、12月に４人の利用があったものの、１月には利用者

がないという状況となりました。このような状況も踏まえ、乗合タクシー

の運営委員会と協議を行ったところ、運行ダイヤの一部変更を行い、本格

運行に移行することとなりましたので御報告させていただきます。資料４

－４、４－５をご覧ください。 

               資料４－４は 12 月から２月までの実証運行期間の運行ダイヤ及びルー

トとなります。上佐田地区では、料金は１乗車 300 円で、毎週火曜日に、

地区内から駅やスーパー等に向かう便が２便、地区内に戻る便が１便で運

行しており、こちらも二俣地区同様、予約のなかった場合は運行いたしま

せん。 

              資料４－５は、３月からの本格運行後の運行ダイヤ及びルートとなりま

す。往路の２便目、復路の１便目の時間を遅らせるとともに、復路につい

ては、榊原温泉口駅発の午後便を増便する予定です。 

なお、両地区ともに、運行に当たっては、最初の３カ月間を実証運行期間

と位置付け、津市地域公共交通活性化協議会において、運行費用から運賃

収入を差し引いた赤字分について、負担を行っております。３月からの本

格運行後は、赤字分の４分の３について津市の補助、４分の１については

各地区の乗合タクシー運営委員会の負担となります。 

以上で説明を終わります。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。二俣地区と上佐田地区の乗合タクシーの実証期
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間中の御報告ですが、これについて何か御質問、御意見等ございましたら

お受けしたいですがいかがでしょうか。乗合率は一便当たりというのが一

般的に局でやってる乗合率です。ですから一便当たり 2.3 人の方が乗りあ

っている。要は 2.3 人の利用がされている。二俣地区でいくと、合計のと

ころが2.2ですが、12月、１月のデータがありますから。ここが中部運輸

局の管内でこういう乗合タクシーの形をやっているところでだいたい平均

値は１便あたり1.6 から 1.7 の数値ですよね。だから２を超えてくるとい

うことは大変有効性の方に入ると思いますね。これは利用の回数にもより

ますけどね。便数にもよりますが。1.7 に近いと思います。ただ御利用に

なっている人数というのも別にいりますので、今回二俣地区にしても上佐

田地区にしても便がちょっと少ないですよね。予定している15便のうち２

便か３便しか使ってもらえないのはちょっとさみしいですね。これは御利

用になられる便利さが分かっていただけると少し増えてくるかもしれませ

ん。何か感想でも結構ですけどいかがでしょうか。 

 

＜野田委員 ＞ 乗合タクシーの実証運行ですけど、どういう方が使われたかとか、利用

者の方の感想ですとか、あるいは乗務員の方の感想ですとか、そういった

ものは収集されていますでしょうか。 

 

＜事 務 局＞ 運行協議会が二つそれぞれ地域にありまして、そちらの会議の方に私ど

も入らせていただいております。その中で代表者の方に来ていただきまし

て今の運行状況はどうだという意見をいただいています。たとえば上佐田

地区につきましては今回変更のことを言わせていただいておるのですが、

なぜかといいますと、スーパーのお惣菜が買えない、スーパーのお惣菜が

出てくる前にバスが来て帰らなければいけないということがあると。そう

いったことからなんとかお惣菜を買える時間帯にしてもらえないかという

こともありまして変更に至っているのですが、そんなこともありまして、

その地区の自治会長さんなりが主体なんですけど、そういった方々がかな

り意見を取りまとめていただいて、そしてこちらに反映するような形を今

とっておりますので、そういったことで意見の集約、さらなるステップア

ップというような方向になっております。 

 

＜野田委員 ＞ これ２月の結果、途中経過でもいいのですけど集計はされていませんか。 
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＜事 務 局＞ ちょっと今手持ちにありません。 

 

＜伊豆原会長＞ もちろん御要望も聞かないといけないですけど、客観的な判断がいるの

ですね。質問するのもだめなのかどうか分かりませんが、どういった使い

勝手があるのか、二人乗っていただいている場合、友達どうしで声をかけ

あったのかとか。そういうような、これから使っていただく上で皆さんに

メッセージを出せるようなことをお聞きしていくということが大切だと思

います。協議会の方と相談していただいて、大きく育ててもらいたいです

からよろしくお願いいたします。 

 

＜野田委員 ＞ もう一点なんですけど、上佐田地区の１月の利用状況が０なんですけど、

これは今後も同様な地域からこのような形で住民主体型の交通をやりたい

と言ってきた場合に活性化協議会の法定予算でもって自主運行費用の一部

を負担されるということであれば、実証運行の結果によって本格運行につ

なげるということであれば、本格運行する基準というのをなんらか設けな

くていいのかなという気がしたのですが、そのあたりお考えをお聞かせく

ださい。 

 

＜事 務 局＞ まず今のところは地域のやる気というか、情熱について支えたいという

思いがあることから、なるべく真剣度が分かるという表現はおかしいので

すが、自己の負担があってもしたいというところにつきましては今のとこ

ろなるべく支えてあげたいという思いがあります。ただおっしゃるように、

一方で、沢山手を挙げてきたり、そういうことで継続が難しいと思ってお

りながらするところが出てくると、それは元も子もないのでそういう一定

の基準なりを検討していく必要はあると考えております。 

 

＜伊豆原会長＞ 今のお話はすごく大切で、これは地域の皆さんが目標値とか、ＰＤＣＡ

をこの中でやっていますが、小さなＰＤＣＡかもしれないですが、この協

議会の中でＰＤＣＡをちゃんと回すような仕組みを皆さんで話し合いして

いただくことが大切だと思うのです。そうすると今の４分の１補助とか、

補助のお話、公的な投資というのは当然ですが、またはその地元の負担の

話とか、公的投資をどれだけやるとか、そういう話とＰＤＣＡをちゃんと
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結びつけておかないと。前は27便のうち２便走っていたらいいのかという

話になって、それじゃちょっとくらいの負担ならいけるなということにな

りかねない。タクシーで 300 円でしょう。地元負担の話をしても、どれだ

け負担の話が出てくるか分からないけど、要は、この仕組みは利用の便数

が増えれば負担は増えるのです。利用者が少なければ少ないほど事業費が

少なく済んで、負担が少なくなる。だけど利用者が増えれば増えるほど今

度は自己負担が増えていく。公的負担も事業費が増えるということは負担

の方が増えるということ。大変言い方悪いですけど、ある意味ジレンマが

起きる可能性があるのです。みんなが利用してくれると事業費が大きくな

って負担が沢山になるのです。一人ひとりの負担も含めて。地域の負担も

大きくなるし。だからこの仕組みというのはそういう性質を持っています

から皆さんに沢山利用してほしいのだけど、その分だけはこういうことが

起きるということです。試算すればすぐ分かります。それを負担を少なく

するには何をやるか。乗合です。今言った一便あたりの人数を増やす。こ

れが味噌なのですね。これが３になったら皆さんの負担が少なくなるので

す。そういう仕組みなんだということを皆さんに理解していただきながら

御利用していただく。だから今野田さんから御指摘があったのだと思いま

す。是非そういう仕組みなんだということを皆さんと理解し合いながら、

ではどれだけ負担してどれだけの皆さんに御利用いただこうという目標と

か、そういうものがいる。是非そこのところ頑張ってください。よろしく

お願いします。この仕組みというのはお分かりいただけますかね。今申し

上げたように利用者が増えれば実は負担が増えてしまうという。みんなが

一緒に沢山乗ってくれると負担が少なくなる。ここが３とか４になると実

は負担が少なくなる。こういう仕組み。よろしいでしょうか。また本格運

行に向かって事務局の方で頑張ってもらうということですが、いかがでし

ょうか。他に御質問なり御意見がございましたらお受けしますがよろしい

ですか。それではこれは報告事項ですので、こういう報告があって、この

地区でこういうことをやっているというのを御確認いただけたらと思いま

すのでよろしくお願いいたします。それではその他に移りたいと思います。

その他については事務局の方でお願いいたします。 

 

＜事 務 局＞ 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価に係る資料の修正について、

ご説明させていただきます。当日配布させていただいたお手元の「地域公
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共交通確保維持改善事業・事業評価」の資料をご覧ください。コミュニテ

ィバス等の補助金である、地域内フィーダー系統確保維持補補助金の事業

評価については、一次評価として、12月開催の第３回協議会に諮らせてい

ただきましたが、２月19日に、同補助金の二次評価として、学識者等に評

価を受ける、第三者評価委員会が開催されました。第三者評価委員会おき

まして、同補助金の評価様式に微修正が入りましたので、修正方法につい

て、今回の協議会で御提示させていただきます。 

お手元の資料には、１枚目が修正前のもの、２枚目が修正後のものとな

っております。時間の都合上、今回は久居地域のみ御提示させていただき

ます。 

表の右から２つ目、⑤目標・効果達成状況について、地域ごとの目標を

立てていたことから、評価については、各路線ともまとめてＡ評価としま

した。また、各路線の利用状況についても分かるようにするよう、評価委

員会にて指摘を受けたことから、各路線の利用状況を記載し、「地域全体と

しての目標はほぼ達成できたものの、減少幅のやや大きい路線もみられる

ため、需要の把握やさらなる利用促進が必要である。」と追記いたしました。 

また、⑥事業の今後の改善点につきましても、地域ごとに異なる対応を

とることを強調するよう、指摘を受けましたので、「利用者のさらなる利便

性の向上を目的に、コミュニティバスだけでなく、鉄道や民間路線バスの

時刻等を記載した久居地域版の総合時刻表を作成し、主要施設等で配布を

行うことにより、さらなる利用促進に努める。また、今年度、久居総合支

所の移転に伴い、コミュニティバスの全路線においてルート変更を行った

ため、来年度は大きな運行変更は考えていないものの、軽微な運行変更が

必要となる場合には、久居地域公共交通あり方検討会において協議してい

く。」と修正いたしました。 

 今回は、久居地域のみの修正を御提示させていただきましたが、その他

の地域についても、会長及び運輸支局と協議して修正させていただき、国

に提出したものを委員の皆様に送付させていただきたいと思います。 

以上でございます。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。一番最初に申し上げたように評価委員会で御指

摘を受けました。一枚目と二枚目を見比べていただいたらお分かりいただ

けるかなと思いますが、同じ言葉をこれだけ沢山並べて、なんとも意味が
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分からないという御指摘をいただきました。もう少し地域ごとの話と路線

の話をきちんと整理した上で、今後の改善点を具体的に書いてくださいと

いう御指摘でした。今日は久居地域の例しかありません。津は全部で10地

域あり、今日に間に合わせるのは至難の業でしたので、事務局の方でこう

いう形で久居地域のものを例として挙げていただきました。他の地域につ

いては事務局の方で早急に案を作っていただくことをお願いしてあります

ので、大変申し訳ありません。一度御承認いただいておりますので、この

趣旨に沿って事務局の方と私とで整理をさせていただいて国の方に提出と

いう事をお願いしたいのですが、これは一度御承認いただいた上で修正を

御承認いただくという事でお願いしたいのですが、よろしいでしょうか。

ありがとうございます。それでは事務局と整理させていただきます。これ

は終わったら委員の皆さんに郵送で送らせていただきますのでよろしくお

願いいたします。その他は他によろしいですか。 

 

＜野田委員 ＞ お願いをさせていただきたいのですが、皆さんも御存じのとおり、先月

の 15 日に長野県の●でスキーバスが転落して多くの若い方の命が失われ

るといったことがありました。痛ましい事故が発生しております。そこで

我々国土交通省としまして、もちろん自動車輸送事業者さんに対しても安

全確認の徹底ということでお願いしておるのですが、津市内におきまして

も自家用有償運送の旅客運送ということで●もございますので、自動車運

送事業というのは安全が最大の使命でございますので、これを機会にさら

なる安全の確保の徹底を図っていただいて、業者の信頼確保、安全に努め

ていただきたいということで、●させていただいたかと思います。改めま

して運行管理体制を再確認していただいて、安全確保の原点に立った確実

な運行管理を実行していただきたいというお願いと、乗務中のシートベル

トの使用等、乗客の方の安全確保を図るための周知徹底、あと車両の整備

点検とかそういったものを十分に●していただいて事故のないように安全

確保を最優先にしていただくということをお願いさせていただきます。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございます。本当にそうですね。安全というのが第一でござ

います。また心していろいろ皆さんもお願いしたいと思います。ときどき、

利用者のお立場、それから運行事業者のお立場、いろいろあるかと思いま

すが、お立場お立場で是非安全を確保できるようにお願いしたいと思いま
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す。 

 

＜船木委員 ＞ 私の方も一点だけ。今年は皆さんも御承知のとおり５月にはサミットが

開催されます。各国首脳は中部空港から空路で賢島まで予定をしておるの

ですが、天候の具合で陸路を利用する可能性も十分ございます。その場合、

高速道路を利用するのですが、その場合は大規模な交通規制を実施させて

いただかなければなりません。それで一般道も渋滞が十分予想されますの

で、公共交通機関の利用促進のＰＲを一生懸命努めていただきまして、サ

ミットの期間中は特に公共交通機関を利用していただくように、いろいろ

啓発していただければありがたいなと思っておりますのでよろしくお願い

いたします。 

 

＜伊豆原会長＞ 本当に大切な会議です。世界が注目するわけですから、私たちもそれに

ついて意識して対応していただけたらと思います。よろしくお願いいたし

ます。それではせっかくですから最後に御発言いただけたらと思うのです

がいかがですか。 

 

＜竹田委員 ＞ つくづく思うのですが、この協議会の中で研修機能といいますか、お互

いに委員が公共交通問題について理解が深まるような研修機能というもの

を。本来は予算のところでということですが、今年度は伊賀の方へ視察に

行ったということで、ああいうのをもうちょっとやっていただいて、みん

なの理解が深まっていくような形でないとなかなかね。行政の方は情報が

いっぱいありますから、この議論に参加できるのですが、こういう事項書

が配られて、その事項だけで議論するとなかなか参加しにくい。そういう

こともございますので、できたらそういう機能も一つ考えていただいたら

どうだろうと。僕は津市の公共交通を良くしていこうということに必ずつ

ながると思いますので、是非、事務局の方でも考えていただけたらと思い

ます。それからコマーシャルですが、この28日に津市の公共交通を良くす

る市民研究会というのがありまして、この協議会の委員であります北村香

織さん、三重短大の先生ですが、その方の記念講演といいますか、それを

中心に市民が寄って議論するということで、28日の午後１時から津市のサ

ンワーク津というところでやりますので、もし時間が許す方は来ていただ

いて津市の公共交通をどうするという議論に参加していただければありが
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たいと思います。 

 

＜伊豆原会長＞ また事務局の方も少し考えてください。今の御提案も含めて。なるべく

お金をかけないようにしてなんとかうまくやろうということをお願いした

いと思います。ありがとうございます。これは大変良いことだと思います。

それでは最後になりましたが、公募委員の方、２年間ご苦労様でした。今

日これで最後になりますので、越川さんと大西さん、一言ずつどうぞ。 

 

＜越川委員 ＞ ２年間委員を務めさせていただきまして、何のお役に立てずに大変残念

に思っています。これからも公共交通についてはずっと津市に関心を持っ

ていきたいと思っています。また何かで御指導を得たいこともあるかと思

いますのでよろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 

 

＜大西委員 ＞ ２年間いろいろ勉強させていただきまして本当にありがとうございま

した。コミュニティバスの利用状況、大変難しいこともございますが、今

後ますます重要になってくると思います。私は外からの応援という格好に

なりますが、しっかり取り組んでいきたいと思います。今後ともよろしく

お願いいたします。 

 

＜伊豆原会長＞ ありがとうございました。今日は議題が多くて、また意見も沢山いただ

いて良かったと思います。これからもその仕組みをなんとか皆さんに使っ

ていただいて、渋滞だとかいろんな社会的な要因が結構多くあると思いま

すが、少しでも貢献できるような仕組みにしていければ大変ありがたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。それでは第４回津市地域公共

交通活性化協議会を閉会させていただきます。どうもありがとうございま

した。 

 

 

 


